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一般社団法人日本木造建築海外推進協会 

 

 

 



 
 

 事業報告書  
令和 7 年 4月 1 日から令和 8 年 3月 31 日まで 

 

１．総会及び理事会等の活動状況 

（１）総会 

区分 開催期日及び場所 出席数 議決事項 

定時 令和 7 年 6月 18 日(水) 

東京大学 中島董一郎ホール

（東京都文京区弥生 1-1-1） 

社員数 

39 名 

出席 

31 名 

合計 

31 名 

第 1 号議案：令和 6 年度 事業報告 

および会計報告 

第 2 号議案：令和 7 年度 事業計画 

および収支予算計画 

第 3 号議案：令和７年度・令和８年度の

理事の選任 

       

（２）監査 

    

（３）理事会 

区分 開催期日及び場所 出席数 議決事項 

定時 第 1 回理事会 

令和 7 年 5月 21 日(水) 

弥生講堂アネックス 2階 

（東京都文京区弥生 1-1-1） 

理事 

7 名 

監事 

1 名 

事務局 

2 名 

合計 

10 名 

(１) 令和 6年度会計報告 

(２) 会員入退会状況 

(３) 今年度事業の報告 

(４) 提案中の案件について 

(５) 不採択の案件について 

(６) 令和 7年度社員総会 会議資料案に

ついて 

(７) 第 2 回理事会について 

(８) 役員・監事の任期の確認 

(９) その他 

臨時 臨時理事会 

令和 7 年 7月 22 日(火) 

WEB 開催 

理事 

7 名 

監事 

1 名 

事務局 

2 名 

合計 

10 名 

(１)  代表理事の選定 

(２)  その他 

区分 開催期日及び場所 出席数 内容 

定時 令和 7 年 6月 10 日(火) 

JTOP 事務局（東京都江東区

白河 2-14-2-407） 

監事 

1 名 

事務局 

2 名 

令和 6 年 4 月 1 日から令和 7 年 3月 31 日

までの会計及び業務の監査 



 
 

定時 第 2 回理事会 

令和 7 年 9月 2 日(火) 

弥生講堂アネックス 2階 

（東京都文京区弥生 1-1-1） 

理事 

7 名 

監事 

1 名 

事務局 

2 名 

合計 

10 名 

(１) 令和 7年度会計報告 

(２) 会員入退会状況 

(３) 今年度事業の経過報告 

(４) 事務局員増員についてのお願い 

(５）第 3 回理事会および 

年間スケジュールについて 

(６) その他 

定時 第 3 回理事会 

令和 7 年 12 月 19 日(金) 

弥生講堂アネックス 2階 

（東京都文京区弥生 1-1-1） 

理事 

7 名 

監事 

1 名 

事務局 

2 名 

合計 

10 名 

(１) 令和 7年度 会計報告 

(２) 会員入退会状況 

(３) 今年度事業の経過報告 

(４) 監事による調査の実施 

(５) 旅費規程の見直しについて 

(６）事務局体制の見直しについて 

(７) 今後のスケジュールについて 

(８) その他 

定時 第 4 回理事会 

令和 8 年 2月 16 日(月) 

フードサイエンス棟 会議

室１ 

（東京都文京区弥生 1-1-1） 

理事 

7 名 

監事 

1 名 

事務局 

2 名 

合計 

10 名 

(１) 令和 7年度 会計報告 

(２) 会員入退会状況 

(３) 今年度事業の経過報告 

(４) 今後の取組・事業について 

(５) 監事による調査実施に関する報告 

(６) 旅費規程の見直しについて 

(７) 今後のスケジュールについて 

（第 1 回理事会、社員総会） 

(８) 事務局職員の年度末一時金支給に

ついて 

(９) その他 

 

（４）韓国木造建築アカデミー 

開催期日及び場所 出席数 内容 

DAY1 

日時：令和 7 年 4 月 25 日(金) 

10:00～17:00 

方法：スクール形式 

場所：韓国ソウル市 

Appenzeller/Noble 

Memorial Museum 3 階 

講師 

3 名 

受講生 

5 名 

事務局 

2 名 

(１)日本の最新の木造建築の現状と動向 

青木 謙治(東京大学教授、JTOP 会長) 

(２)地盤調査と基礎設計までの流れ 

木佐谷 浩司(岩水開発株式会社) 

(３)日本における戸建木造住宅の設計実務 

黒井 博美(モッコク江舎) 

DAY2 

日時：令和 7 年 5 月 16 日(金) 

10:00～17:00 

方法：スクール形式 

講師 

3 名 

受講生 

6 名 

(４)柱・梁を活かした空間設計とソフトウェア 

伊藤 啓富(株式会社 i木構) 

(５)プレカットの仕組みと手順 

① 木軸構造材の特徴及び選定 



 
 

 

２．林野庁補助事業 

令和７年度 森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策補助金等 

木材製品輸出拡大実行戦略推進事業 CLT、構造用集成材等の販売力強化・輸出基盤の構築 

 

実施項目 成果 

１．協議会の設立・運営（戦略・

立案） 

①CLT及び構造集成材、LVL仕様書

英語版制作 

②各地域へのマーケティング計画 

A 東アジア 

中国・香港、台湾 

B 東南アジア 

シンガポール、タイ 

C オセアニア 

オーストラリア 

 

協議会メンバー 

委員長 
芝浦工業大学 建築学部建築学科 

教授 
山代 悟 

委 員 国立研究開発法人森林総合研究所 加藤 英雄 

委 員 有限会社ケーアイ建築設計 建築家 川中 彰平 

委 員 伊藤忠建材株式会社 執行役員 豊田 康雄 

委 員 銘建工業株式会社 執行役員 平野 良昌 

委 員 株式会社キーテック 部長 李 元羽 

事務局メンバー 

会 長 
一般社団法人日本木造建築海外推

進協会、東京大学 教授 
青木 謙治 

業務課長 一般社団法人日本木造建築海外推 瓦谷 知則 

場所：韓国ソウル市 

Appenzeller/Noble 

Memorial Museum 3 階 

事務局 

2 名 

藤崎 健介(銘建工業株式会社) 

② 木造軸工法の接合部について(金物工法） 

キム スミン（BX カネシン株式会社） 

③ 木軸プレカット CAD 入力及び加工 

中村 和雄(ポラテック株式会社) 

(６)意匠設計と構造計画の手法 

小原 勝彦(岐阜県立森林文化アカデミー教授) 

DAY3 

日時：令和 7 年 6 月 5 日(木) 

10:00～17:00 

方法：スクール形式 

場所：韓国ソウル市 

Appenzeller/Noble 

Memorial Museum 3 階 

講師 

3 名 

受講生 

5 名 

事務局 

2 名 

(７)2×4 工法と軸組工法の違い 

伊豫田 勇吾(カスタマーサービス株式会社) 

(８)断熱手法の考え方と温熱環境計画 

石崎 竜一(合同会社 TAKAO スタジオ) 

(９)木造軸組の特徴を活かした防耐火設計 

安井 昇(桜設計集団一級建築士事務所) 

DAY4 

日時：令和 7 年 6 月 27 日(金) 

10:00～17:00 

方法：スクール形式 

場所：韓国ソウル市 

Appenzeller/Noble 

Memorial Museum 3 階 

講師 

3 名 

受講生 

5 名 

事務局 

2 名 

(10)地球環境と木造建築の関係を考える 

小泉 治(株式会社日本設計) 

(11)建築価格の概要と積算方法 

園田 真吾(都築木材株式会社) 

(12)他工法と比較した軸組工法の耐久性 

木口 実(日本大学教授) 

 



 
 

■日本CLT・MET海外推進協議会メンバー構成 

 

■協議会開催：4回 

 第1回協議会 

日時：令和7年6月10日（火）10:00～12:00 

場所：東京大学農学部フードサイエンス棟 会議室１ 

出席者：13名 

委員6名、事務局3名、オブザーバー4名 

内容： 

① 本事業の趣旨及び目的、目標 

② 情報提供（伊藤忠建材株式会社 執行役員 木材製

品本部長 豊田 康雄 ） 

③ 今後の進め方、スケジュールについて 

④ 報告書案に関して 

⑤ マーケティング用国産CLT・MET・LVLの資料に関し

て 

 

 第2回協議会 

日時：令和7年8月29日（金）13:00～15:00 

場所：東京大学農学部フードサイエンス棟 会議室１ 

出席者：13名 

委員6名、事務局3名、オブザーバー4名 

内容： 

① 調査内容について 

② テストマーケティング用国産CLT・構造用集成材・

LVLの仕様書案について 

③ 名刺及びホームページ開設について 

④ 報告書のとりまとめ担当について 

⑤ スケジュールについて 

 

 第3回協議会 

日時：令和7年12月12日（火）10:30～12:30 

場所：東京大学農学部 弥生講堂アネックス1階  

エンゼル棟 講義室 

出席者：13名 

委員6名、事務局3名、オブザーバー4名 

内容： 

① 各国・地域への調査報告 

② 報告書作成について 

③ 今後のスケジュールについて 

進協会 

総務課長 同上 吉村 美穂 



 
 

 

 第4回協議会 

日時：令和8年2月16日（月）13:00～15:00 

場所：東京大学農学部フードサイエンス棟 会議室１ 

出席者：13名 

委員6名、事務局3名、オブザーバー4名 

内容： 

① 調査報告書について担当者から内容報告          

② 成果報告会について              

開催日：令和8年3月5日（木） 

会 場：ベルサール飯田橋駅前 

オンライン：ZOOMを用いたオンライン配信 

③ 来年度事業計画について 

 

■ワーキング会議：3回 

 第1回 国産MET英語版仕様書制作ワーキング会議 

日時：令和7年6月20日（金）13:30～15:00 

場所：伊藤忠建材株式会社 

出席者：豊田 康雄、平野 良昌、Chan Kang Wee 

事務局 瓦谷 知則、吉村 美穂 

内容：国産MET仕様書制作に関する内容検討 

 第2回 国産MET英語版仕様書制作ワーキング会議 

日時：令和7年7月18日（金）13:30～14:30 

場所：一般社団法人日本CLT協会 

出席者：豊田 康雄、平野 良昌、Chan Kang Wee 

事務局 瓦谷 知則、吉村 美穂 

   日本CLT協会 専務理事 坂部 芳平 

内容：本事業の説明及び国産CLTの情報提供依頼 

 第3回 国産MET英語版仕様書制作ワーキング会議 

日時：令和7年7月28日（金）10:00～12:00 

場所：伊藤忠建材株式会社 

出席者：豊田 康雄、平野 良昌、李 元羽、Chan Kang Wee 

事務局 瓦谷 知則、吉村 美穂 

内容：LVL及び構造用集成材の仕様に関する内容検討 

 

■CLT及び構造用集成材、LVL標準仕様書英語版制作・印刷

製本 

① 目的及び内容 

現地調査における国産METのPR活動や調査活動を円滑

に進めることを目的として、国産METの仕様書「Mass 

Timber Products from Japan」を制作した。国産

Glulam、CLT、LVL毎の構成となっており、全編英語の



 
 

仕様となっている。 

② 冊子仕様 

無線綴じ冊子、左綴じ、74ページ、A４、背幅４㎜、表

紙及び本文カラー印刷 

③ 情報提供 

 仕様書「Mass Timber Products from Japan」の制作

にあたり、以下の表１にある企業及び団体から情報を

提供して頂いた。 

表１ 情報提供企業・団体名 

製品 企業・団体名 

Glulam 日本集成材工業協同組合 

CLT 

一般社団法人日本CLT協会 

愛媛県CLT普及協議会 

銘建工業株式会社 

LVL 株式会社キーテック 

④ 印刷：合計330部 

  

⑤ 配布 

 海外調査：合計120部 

 国内配布：合計210部 

２．海外市場におけるテストマー

ケティング実施 

 

①東アジアマーケティング活動 

②東南アジアマーケティング活動 

③オセアニアマーケティング活動 

 

■タイ（バンコク）調査 

 日時：令和7年9月21日（日）～9月24日（水） 

 調査委員：加藤 英雄、豊田 康雄、李 元羽 

 事務局：瓦谷 知則、吉村 美穂 

 コーディネーター：Chan Kang Wee 

 訪問件数：6件 

 

■シンガポール調査 

 日時：令和7年9月24日（水）～9月27日（土） 

 調査委員：青木 謙治、加藤 英雄、李 元羽 

 事務局：瓦谷 知則、吉村 美穂 

 コーディネーター：Chan Kang Wee 

 訪問件数：5件 

 



 
 

■台湾調査 

 日時：令和7年10月15日（水）～10月19日（日） 

 調査委員：加藤 英雄、川中 彰平、豊田 康雄、 

平野 良昌 

 事務局：瓦谷 知則、吉村 美穂 

 コーディネーター：Chan Kang Wee 

 訪問件数：8件 

 

■中国（深圳、香港）調査 

 日時：令和7年10月19日（日）～10月23日（木） 

 調査委員：山代 悟、青木 謙治、豊田 康雄、平野 良昌 

 事務局：瓦谷 知則、吉村 美穂 

 コーディネーター：Chan Kang Wee 

 訪問件数：6件 

 

■オーストラリア（シドニー、メルボルン）調査 

 日時：令和7年11月12日（水）～11月19日（水） 

 調査委員：山代 悟、川中 彰平、李 元羽 

 事務局：瓦谷 知則、吉村 美穂 

 コーディネーター：Chan Kang Wee 

 訪問件数：10件 

３．成果の公表及び普及、報告書

の作成 

 

■報告会開催：1回 

 日時：令和8年3月5日（木）13：30～16：30 

 場所：ベルサール飯田橋駅前 

（東京都千代田区飯田橋3-8-5 住友不動産飯田橋

駅前ビル2F ROOM１） 

 形式：対面及びWEB（Zoom ウェビナー） 

 

■参加者：92名（協議会委員、事務局、林野庁職員を除く） 

 

３．その他、活動状況 

開催期日及び場所 出席数 内容 

JTOP セミナー 4 回開催 

 

第 1 回：令和 7 年 8 月 6 日(水) 

第 2 回：令和 7 年 10 月 8 日(水) 

第 3 回：令和 7 年 12 月 10 日(水) 

場所：東京大学 農学部 フードサ

イエンス棟 会議室１（東京都文

京区弥生 1-1-1）及び WEB 開催 

 

延べ 

70 名 

【講師】 

株式会社住友倉庫 

グローバル・ロジスティクス営業部 

営業第二課 澤田 圭太 

【第 1 回】 

① 貿易実務および書類作成について 

② 米国における物流事情 

③ タイにおける物流事情 

【第 2 回】 



 
 

第 4 回：令和 8 年 1 月 15 日(木) 

場所：横浜本牧ふ頭コンテナヤー

ド 

① 貿易実務および貿易条件について 

② ベトナムにおける物流事情 

③ シンガポールにおける物流事情 

【第 3 回】 

① 海運市況および今後の展望について 

② 中国における物流事情 

③ インドネシアにおける物流事情 

【第 4 回】 

① 実地研修、港湾業務、施設紹介 

② コンテナヤード見学 

韓国 KOREA BUILD セミナー 

日本の公共建築における木造化 

日程：令和 8 年 2 月 4 日（水） 

場所：韓国ソウル市近郊 

KINTEX 展示会場内 

 

延べ 

130 名 

(１)日本産の高性能木材で大規模木造建築を 

青木 謙治（東京大学教授、JTOP 会長） 

(２)竹中工務店の中高層木造建物のこれまでと

これから 

花井 厚周（株式会社竹中工務店） 

(３)清水建設の木質建築伝統と最新技術の融合

による木質建築の可能性の追求 

水落 秀木（清水建設株式会社） 

(４)近年における木造・木質化の取り組み 

江坂 佳賢（株式会社日建設計） 

岐阜県事業 

令和７年度県産木製品等欧州販路

開拓業務委託（入札） 

 

 (１) ドイツ imm ケルン展示会出展フォロー 

(２) 現地商談会開催 

(３) 現地企業訪問 

(４) その他アテンド業務 

北海道事業 

令和 7 年度 HOKKAIDO WOOD 海外販

路拡大委託業務（入札） 

 (１) 台湾バイヤー招聘 

(２) セミナー開催 

(３) マッチング商談会開催 

(４) 道内企業訪問アテンド 

(５) 韓国 KOREA BUILD 出展フォロー 

タイ チュラロンコン大学（バン

コク）ARCH EXPO2026 出展準備 

 【内容】 

国産マスティンバー（構造用集成材、CLT、

LVL）を活用した建築物を設置することによる

国産マスティンバーの普及活動 

【建築物】 

バス停（チュラロンコン大学構内） 

【期間】 

2026 年 5 月中旬 

＊令和 7 年度は計画、準備、発送まで 

【参画企業（役割）】 

■JTOP 会員 

① 伊藤忠建材株式会社（事業主体、調整） 

② JTOP（事業サポート、ホームページ運営） 



 
 

 

③ 株式会社サイプレス・スナダヤ（CLT 提供） 

④ 銘建工業株式会社（構造用集成材提供） 

⑤ 株式会社キーテック（LVL 提供） 

⑥ 兼松サステック株式会社（防虫防腐処理） 

⑦ BX カネシン株式会社（建築金物提供） 

⑧ シネジック株式会社（金物提供） 

■非会員 

⑨ 株式会社シオン（耐候性塗料） 

⑩ 株式会社三協（海外輸送業務） 

⑪ タイ大林組（建設） 

■タイ側 

チュラロンコン大学（主催、意匠設計、調整） 


